
　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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社協本所・地域包括支援センターの開所式を行いました
４月１日、安芸高田市保健センターに
おいて、安芸高田市長　浜田一義様、安
芸高田市議会　議長　山本　優様、安芸
高田市社会福祉協議会　会長　竹重博樹
がテープカットし、開所式を行いました。

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会
No.
2015（平成27）年
４月15日発行

安芸高田市社協
イメージキャラクター
「あいちゃん」
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安芸高田市保健センター１階における本所内の各課の配置は、次のとおりになります。

新評議員紹介� （任期／Ｈ27.2.1～Ｈ29.1.31）敬称略　五十音順

吉田町（８名）
猪上　優彦 大中　康治 小受　大輔 新崎　妙子

中束　允茂 灰谷　祐子 光下　正則 森川　悦子

八千代町　（３名） 合原　雅寛 甲田　幸枝 藤田　志守

美土里町　（２名） 上光　晴登 山根　一枝

高宮町（３名） 武内　眞理 永井　君枝 平野　弘則

甲田町（４名） 上川笑美子 国広　憲昭 豊原　稔和 平木　圭志

向原町（３名） 伊呂波真里子 宍戸　文子 内藤眞知子

本所内のご案内
（安芸高田市保健センター　１階）

住　所
� 安芸高田市吉田町常友1564番地２

受 付

電話番号（代表）
� ☎0826-42-２

ふ
９
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４月１日から組織体制が次のようになりました
安芸高田市社会福祉協議会は、安芸高田市地域包括支援センター事業を受託したことで、
新たに地域包括支援課を設置しました。

会
　長

事
務
局
長

総務係 電話・お太助フォン　42-2941

地域福祉係 電話・お太助フォン　47-1131

向原支所 電話・お太助フォン　46-2941

甲田支所 電話・お太助フォン　45-2941

高宮支所 電話・お太助フォン　57-2941

美土里支所 電話・お太助フォン　59-2941

八千代支所 電話・お太助フォン　52-2941

吉田支所
（地域福祉係）
（子育て支援係）

電話・お太助フォン　47-1311

福祉用具貸与事業所

地域包括支援課
介護予防支援事業所

地域包括支援係
電話・お太助フォン
47-1132

電話・お太助フォン　47-1133
通所介護事務所 電話・お太助フォン　45-5102
訪問介護吉田事業所 電話　42-2929
訪問介護事業所 電話・お太助フォン　45-2941
居宅介護支援事業所 電話・お太助フォン　47-1133

総務課

地域福祉課

福祉のまちづくり課

介護福祉課

地域包括支援センター

４月 1日付人事異動� （係長級以上のみ掲載）
所属部署･役職名 氏　　名 旧役職名

【局長級】 事務局長（兼）総務課長 益田　茂樹 事務局長

【次長級】 地域包括支援センター長 曽我　　淳 事務局次長（兼）地域福祉課長

【課長級】

地域福祉課長 和田　篤志 総務課長

福祉のまちづくり課長
（兼）甲田支所長 瀧野由美子 福祉のまちづくり課長（兼）吉田支所長

地域包括支援課長
（兼）介護予防支援事業所長 柿上　郁子 安芸高田市高齢者支援センター派遣

（介護福祉課付）

【係長級】

居宅介護支援事業所長（管理者） 三木　由紀 居宅介護支援事業所長

吉田支所長 新川　美紀 吉田支所地域福祉係長

地域包括支援課地域包括支援係長 永井美紀子 地域福祉課権利擁護係長

３月 31日付退職� （係長級以上のみ掲載）
氏　　名 旧役職名

【係長級】 守山貴美子 居宅介護支援事業所　所長補佐

※４月１日から次の電話番号・お太助フォンが廃止になりました。
　電話　45-2942（本所）　　　　　　　　　　お太助フォン　45-2942（本所）
　　　　45-4939（訪問介護事業所）　　　　　　　　　　　　45-5101（居宅介護支援事業所）
　　　　45-5101（居宅介護支援事業所）
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詳しくは、
甲田支所　電話・お太助フォン　☎45-2941

安芸高田市地域包括支援センター業務を
4月 1日から開始しました！

安芸高田市社協は、地域包括支援センター事業を受託し、地域住民の心身の健康保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的
に支援することを目的として、地域における「地域包括ケア」の役割を担う中核的機関として取り組んで
いきます。介護の悩み、介護予防、保健福祉サービスについてなど、保健師や主任介護支援専門員、社会
福祉士等といった医療・福祉の専門スタッフが相談に応じます。お気軽にご相談ください。

【事業内容】

１．総合相談業務
　介護に関する相談や心配ごとに対応します。そ
の他健康や福祉、生活に関することなど総合的に
相談を受け、支援します。

２．権利擁護業務
　高齢者のみなさんが安心して暮らせるよう、
様々な権利を守ります。成年後見制度の紹介、虐
待や消費者被害などの相談に対応します。

３．包括的・継続的ケアマネジメント業務
　高齢者のみなさんを支える地域のケアマネー
ジャーの後方支援や、暮らしやすい地域づくりの
ため、様々な関係機関とのネットワークづくりに
取り組みます。

４．介護予防ケアマネジメント業務
　二次予防事業により把握された対象者に対し、
介護予防を目的とした「運動機能の向上」、「栄養
改善」プログラムについて市と連携をとりながら
事業を行います。

５．指定介護予防支援業務
　予防給付（要介護1.2）に関するケアマネジメント
　要支援者に対するケアマネジメントについて、本
人の自立支援を促すために必要なサービス提供が
されるよう行います。また、業務の一部を居宅介護
支援事業所に委託し、連携を取り業務をすすめます。

【お問い合わせ先】
　地域包括支援センター（地域包括支援課）
　電話・お太助フォン　47-1132

地域包括支援センターの福祉サービスに関する苦情解決体制について
苦情解決責任者	 事務局長
苦情受付担当者	 地域包括支援センター長
☎47-1132	 地域包括支援課長

利用者からの苦情に迅速、適切に
対応・解決し、福祉サービスの質の
向上に資するよう苦情解決体制を整
えていますので、遠慮なくご相談く
ださい。

ふれあいセンターこうだの利用について
皆様の憩いの場、交流
の場として、『ふれあい
センターこうだ』内の会
議室（約40名収容）や調
理室（調理台２台）等の
部屋の貸し出しを行って
います。利用は無料です。
子育てサークルの集う
場や地元の食材を使った
調理研修、地域の会合な
どでご活用ください。

会議室 　　調理室
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法人運営事業
○会議関係
○部会関係
○委員会関係
○役職員関係

施設管理事業
○保健センター
○吉田老人福祉センター
○ふれあいセンターいきいきの里
○ふれあいセンターこうだ

安芸高田市
　共同募金委員会事務事業

日本赤十字社広島県支部
　安芸高田市地区事務事業

地域福祉事業
○ボランティア活動事業
○地域包括ケア推進事業
○ふれあいサロン事業
○日常生活応援サービス事業
　ほほえみネット安芸高田
○ファミリー・サポート・センター事
業
○子育て支援センター
一時預り・病後児預り事業
○安心生活創造事業
○障がい者地域生活アシスタント事
業
○福祉サービス利用援助事業
　「かけはし」
○成年後見事業
○配食サービス事業
○家族介護者リフレッシュ事業
○生活・介護サポーター養成事業
○地域保健福祉事業
○一次予防事業（げんき教室）

貸付事業
○生活福祉資金貸付事業

介護福祉事業
○二次予防事業（通所型介護予防
事業）
○介護保険対象外福祉用具貸出事
業
○育児支援家庭訪問事業

介護保険事業
○訪問介護事業
○居宅介護支援事業
○通所介護事業
○福祉用具貸与事業
○福祉用具販売事業

障害者自立支援事業
○障害者自立支援事業

地域包括支援事業
○地域包括支援センター事業

事 業 計 画
平成27年度  安芸高田市社会福祉協議会

社協中期経営計画の２年度目にあたり、新たな事業の受託や介護保険事業の改正に伴
う、安定した経営を行うため、事業所間での事業の連携を高め、支所との連携を行い、
地域福祉力の強化を図ります。
４月から「地域包括支援センター」を受託し、新たな事業展開が始まりました。超高
齢化社会の突入により、地域での介護予防事業の取り組みを行うこととなり、地域支援
事業の推進が必要になって参ります。社協会員である地域住民の皆さんをはじめ、関係
機関との連携・協働により、地域での繋がりをより強固に持ち、寄り添い型の支え合い
や見守り体制を包括的に構築し、福祉コミュニティづくりを推進する事業を積極的に展
開します。さらに、権利擁護の柱として「かけはし事業」、「成年後見事業」により権利
擁護の確立を図ります。
また、安定的な経営基盤確立に向け、介護保険事業は、全市を対象とした事業所運営
方式の体制づくりの取り組みを行い、介護福祉サービスのより一層の拡充と充実を図っ
ていきます。
平成27年度安芸高田市社会福祉協議会　事業計画の「ともに支えあい、心豊かに」を
スローガンに、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせるまちづくりの実現のため、
<地域福祉の推進>、<介護福祉サービスの充実>、<福祉の開拓者として>の３項目を
柱に掲げ事業の推進を図ります。

１．地域包括支援センター受託事業　　　　　３．地域支援事業の推進（いきいきサロン事業）
２．地域包括ケア推進事業（見守り）　 　　　４．権利擁護（成年後見）事業

重点目標

基本方針
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平成27年度
安芸高田市共同募金委員会　事業計画および会計予算
事業計画
１．会議の開催
　⑴運営委員会　年３回
　⑵審査委員会　年１回
　⑶監事会　　　年２回
２．共同募金配分金（一般配分金）
　⑴安芸高田市社会福祉協議会への配分
　　①成年後見事業
　　②ふれあいサロン事業
　　③地域包括ケア推進事業
　　④地域福祉事業
　　※ほほえみネット事業（県共募からの地域特別配分）
　⑵地域助成配分
　　�地域の団体・グループ等を対象に公募

による助成を行う
３．共同募金運動の展開
　　赤い羽根共同募金運動（10月１日～３月31日）
４．広報啓発活動
　　�募金啓発チラシ、社協だより配布、ホー

ムページおよびお太助フォンで情報発
信など

５．関係機関及び福祉団体との連携
　　�安芸高田市社会福祉協議会、行政、安
芸高田市民生委員児童委員協議会、市
内福祉関係団体など

基本方針
　共同募金のスローガンである「自分の町
を良くするしくみ」のもと、安芸高田市共
同募金委員会も共同募金を集めて配るとい
うスタイルから、住民自らが地域の課題や
ニーズをつかみ、それらを解決する力に対
し地域助成金の形で支援し、住民団体・グ
ループ等がお互い様の心を持ち、誰もが安
全で安心して暮らせる福祉のまちづくりを
推進します。
会計予算� （単位：千円）

収　入
共同募金 6,130
交付金 357
義援金収入 2
受取利息配当金収入 1

合　　計 6,490

支　出
送納金 6,133
事務費支出 357

合　　計 6,490

平成27年度 �安芸高田市社会福祉協議会�
 一般会計収支予算

� （単位：千円）
収　入

会費収入（戸別・賛助・団体） 5,110
寄付金収入（香典返し・見舞い返し等） 9,500
経常経費補助金収入（人件費・事業費等） 69,508
受託金収入（センター管理・安心生活創造事業等） 89,537
貸付事業等収入（貸付償還金） 6,000
事業収入（利用料等） 7,976
介護保険事業収入 212,864
障害福祉サービス等事業収入 17,834
その他の収入（受取利息配当金等） 1,491
資金移動収入 22,781
財務活動による収入（積立金取崩等） 8,451
前期末支払資金残高 91,256

合　　計 542,308

� （単位：千円）
支　出

社会福祉事業� 463,986
法人運営事業 114,678
地域福祉事業 57,104
貸付事業 12,319
本所事業所
（介護保険） 96,461
吉田事業所
（介護保険） 61,316
甲田事業所
（介護保険） 122,108
公益事業� 78,322
施設管理事業 17,882
地域包括支援事業 60,440
合　　計 542,308

2015（平成27）年４月 6



多くの法人にご協力いただき、誠にありがとうございました。厚くお礼申し上げ

●吉田町
㈲安芸企画
安芸高田市歯科医師会
安芸高田市商工会
安芸高田市ライオンズクラブ
安芸土木建築㈱
安芸労務管理コンサルタント
� 涌井辰男様
井上内科医院
㈱オカスポーツ
㈲オキタ設備
㈲オキタ設備　沖田幸三様
㈲柿原興業
楠原壜缶詰工業㈱吉田工場
㈱栗本
㈱啓文社製作所
ゲラーデ
㈲佐々木建材店
サンパラソル
JA広島厚生連
　　吉田総合病院
大和重工㈱吉田工場
竹廣ガラス㈱
平賀金属工業㈱
広島ガス高田販売㈱
広島市信用組合吉田支店
㈲藤山製作所
㈱マルシン
㈲吉村モータース
ヨネシタ建設

●八千代町
社福）寿老園老人ホーム
特別養護老人ホーム
　レークサイド土師
㈱高山
ファッションハウス
　　いしがみ
八千代北新聞販売所

●美土里町
㈲生田モータース
石井運送㈲
㈲オガサワラ
㈲清原組
㈱クリーンカルチャー
田中運送㈲
津田医院
中尾建設

●高宮町
㈱SKサービス
共栄建設㈱
佐々部診療所
すずらん薬局高宮店
住野工業㈱高宮工場
㈱たかたケアサービス
たかみや湯の森運営協会
塚本鉄工所
㈲ルーフセンター塚本
㈱和田組

●甲田町
㈲井川ポンプ店
イマムラ商会
金山工業所
㈲金山鉄工所
㈱吉川商店
協同組合甲田
　ショッピングセンターパルパ
㈲広輝建設
㈱甲田自動車
㈱迫広砕石
㈲下津江石油店
㈲高田オート
㈲タカタトラベルサービス
瀧野工務店
徳永医院
特別養護老人ホーム甲田
㈱トペコおばら
㈱ハマイ物産
広島精密工業㈱甲田工場
㈲水野米穀店
㈲宮本園芸

●向原町
川野硝子店
児玉向文堂
ちとせ会　かがやき
つかだ化粧品店
東京濾器㈱広島工場
㈱船越鉄工
㈱マトバ
㈱山口製作所

法人募金 ご協力先一覧� （五十音順・敬称略）

赤い羽根共同募金
法人募金にご協力ありがとうございました

ます。お寄せいただいた法人募金は、78件：414,412円でした。
なお、この募金は高齢者をはじめ、ふれあいサロン事業、成年後見事業、地域包括ケア推進事
業、地域福祉事業、障がい児（者）福祉活動等へ有効に活用させていただきます。
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「お太助協力店」とは？
「お太助協力店」は、日常業務の配達時などに、一人暮らし高齢者世帯、
障がい者世帯などへ、声かけや安否確認などを行っていただくことで、地
域福祉への貢献も兼ね備えるお店としてご協力・ご登録いただいています。
「お太助協力店」の情報を掲載した「お太助サポート帳」を見守りや買い物
支援を必要とする方（安心生活創造事業利用者）に配布し、日常生活品の
注文やちょっとした家屋の修繕などの依頼を、身近なお店で安心・気軽に
していただくことができます。

安心生活創造事業

○吉田町
㈲仁井モータース
㈱北屋呉服店
吉田楽々苑
㈱山本家具店
ハラダ　ゆめタウン吉田店
ホビーショップやまびこ
㈱マルシン
カラーセンター吉田店
コスモ薬局
広島ガス高田販売㈱
住みよい住まいづくりのすみよし
㈲ことざき
㈱オキタ石油
㈲脇地石油
総合広告オカノ
広島北部農業協同組合
㈱ホワイト舎
中尾バランス整骨院
ドラッグヨシノ薬局
田原菓舗
サンパラソル
あきんど
お食事と喫茶　KADO
ローソン吉田町貴船店
坂田木工
上国木工所
㈱中電工安芸高田営業所
㈲大山鉄工所
たたみのモリスエ
㈱竹廣ガラス
㈲ミツヤ建築工房
上田建築
下土居建設
大田設備
㈲川本工務店

○八千代町
三矢オート㈱

㈱中央興業
ファッションハウスいしがみ
エディオンすみよし八千代店
ライフサポート安芸高田
セブン･イレブン広島八千代南店
㈱池田商店
土師「さくら亭」
珈琲庵　舞
㈱高山

○美土里町
増田鉄加工所
師岡商店
高田楽々苑
Ａコープみどり店
㈱中岡総合電設
平川工務店
㈲堀川建設
㈲清原組
㈲オガサワラ

○高宮町
すずらん薬局高宮店
パストラルながおか
エディオン高宮店
㈲エヌ･エス・エス
たかみや湯の森
清流院
美容室アトリエ
Ａコープたかみや店
エコミュージアム川根
太田建築
㈱熊高組
㈲ルーフセンター塚本
上田建設㈲
㈱武田電設
塚本鉄工所

○甲田町
楽々市場（町の便利屋さん）
サイクルショップユキタケ
中国新聞甲立販売所
吉川石油店
協同組合甲田ショッピングセンター
㈲コンセプトなんでも.かんでも
サンパティオすみよし甲田店
㈲ホンダハピネス高田
㈲井上電気
林電機商会
フジマルダイ㈱大前醤油本店
セブン・イレブン安芸高田甲田店
㈲みやもと石材店
㈲井川ポンプ店
㈲マトバ板金
㈲新川工務店
國元石材店
㈲梶田工務店
瀧野工務店
㈲FULL　HOUSE
㈲藤崎商会

○向原町
高橋電機向原
㈱佐々木電機（エディオン向原店）
㈲兼光　かねみつ不動産
児玉向文堂
ハッピーマートひだに
市川食料品店
縄文アイス「ひとは館」
㈱一蔵
Ａコープ向原店
ローソン安芸高田向原店
末原工務店
ヨシオカ建築

（サポート帳掲載順・敬称略）お太助協力店一覧
ご登録いただき誠にありがとうございます。

社協の取り組みを紹介します

2015（平成27）年４月 8



吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

２月６日（金）、クリスタルアージョにおいて家族介護者リフレッシュ事業を開催し、49名の参加があ
りました。午前はサックスによる軽音楽演奏（角濱訓二さん）を聴き、マジックショー（藤本宏良さん）を
楽しみ、午後は落語（ジャンボ衣笠さん、柱笑福さん）を聞いて大笑いし、心身ともにリフレッシュして
いただきました。この事業は、要介護２以上の高齢者などを自宅で介護されている方にリフレッシュして
いただくことを目的に、年２回行っています。『久しぶりに笑うことができ、楽しいひとときを過ごすこ
とができた。』と参加者より声をいただきました。

会場は大盛り上がり 懐かしい曲を聴きました♪ 落語に大笑い！

講演会の様子今後の活動に活かそう 渡部朋子さん

ボランティアの力を育もう！

大笑いしてリフレッシュしました

～ボランティア講演会～

～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業～ 癒

助
２月15日（日）、クリスタルアージョにおいて市ボランティア連絡協議会主催によるボランティア講演
会を開催され、59名の参加がありました。講師としてのNPO法人「ANT-Hiroshima」理事長の渡部朋子
さんをお招きし、「ボランティアの力」と題して講演いただきました。8.20広島県豪雨災害において災害
ボランティアセンターの取組みから自主防災や防災教育の必要さを学びました。『昔ながらの地域の言い
伝えを参考にして防災計画を立てたい。』『近助、人と人とのつながり、地域のつながりが大きな力になる』
『生きていれば必ず再会できる。』と参加者より声をいただきました。

2015（平成27）年４月9

まる
っと



国司サロン「バンビ」は毎月２回、地域の方が集まりカラオケや手芸・おしゃべりを楽しんでいます。
毎回「だいじな人♪」の曲に合わせて、みんなが輪になって踊ることからこの会は始まります。

私たちのサロンは平成22年にグラウンドゴルフの好きなメンバーが集まって発足しました。徐々
にメンバーが増え、常時参加できる方は25名ぐらいです。グラウンドゴルフ以外にボーリング大会
や地域の介護施設の草刈り作業等、毎年継続して続けております。グラウンドゴルフの練習日は地域
の皆さんの近況や野菜作りの自慢話など、いろんな話が出て皆さん方の大切な情報交換の場になって
います。� （ふれあいサロン中の谷世話人）

プレゼントにみんなにっこり！ メンバー作成の“バンビ”便り

ボーリングも楽しいね！介護施設の草刈り作業

サロン物語

肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

サロンのメンバーの１人は３
カ月に１度、国司サロン“バン
ビ”便りを作って地域に回覧し、
サロンの様子や予定をお知らせ
する活動も行っています。
今回は、メンバー手作りの「か
き餅」のプレゼントがあり、み
んなが笑顔になったサロンでし
た。
�（国司サロン「バンビ」世話人）

「国司サロンバンビ」は吉田町の国司集会所で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所 電話・お太助フォン47-1311までお問い合わせください。

「ふれあいサロン中の谷」は八千代町の旧根野小学校グランドで開いています。
詳しいことは　市社協八千代支所 電話・お太助フォン52-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

笑顔満開！国司サロン「バンビ」

笑顔いっぱい♪ふれあいサロン中の谷

2015（平成27）年４月 10
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４月から本所の移転や地域包括支援センター受託や職員の異動もあり、新しい
体制でスタートしました。「ともに支えあい　心豊かに」をスローガンに住み慣れ
た地域で誰もが安心して暮らせるまちづくりの実現のため、社協一丸となって取
り組んでまいりますので、これからもよろしくお願いいたします。� （事務局）

編集
後記

開催会場 送迎範囲 日　時 申込先

山田集会所 上小原 月曜日 9：30～ 11：30

甲田支所
45-2941

高地ふれあい集会所 小原 水曜日 9：30～ 11：30

火の谷集会所 深瀬 金曜日 9：30～ 11：30

長屋集会所 高田原 金曜日 13：30～ 15：30

ふれあいセンターこうだ 小田東 月曜日 13：30～ 15：30

丹比西集会所 多治比 水曜日 13：30～ 15：30

地域福祉課
47-1131

生活改善センター 多治比・相合・西浦 木曜日 9：30～ 11：30

ふれあいセンターいきいきの里 旧吉田 火曜日 9：30～ 11：30 

吉田老人福祉センター 旧吉田 火曜日 13：30～ 15：30

げんき教室を開催します
安芸高田市にお住まいの皆さんが、いつまでも元気でいきいきと生活していけるよう、 

社協では次の会場で介護予防教室を開催します。
皆さんに楽しんで参加していただける「げんき教室」にしたいと思っていますので、皆さ

ん誘い合ってご参加ください。お待ちしています。
■対象者：安芸高田市に住民票がある65歳以上の要介護認定を受けていない方
　　　　　もしくは、要支援認定を受けていてもデイサービスを利用中でない方
■内　容：軽い運動　体を動かし脳を活性化！　認知症を予防しよう‼
■参加費：１回300円　（内容により材料費等、実費が必要な場合があります）
■実施日：毎月４回実施します（祝祭日は除きます）
■会場までの移動が難しい方については送迎があります

平成27年度日本赤十字社社資（事業資金）のお願い
日本赤十字社は、赤十字の理念やその活動内容に賛同してご加入いただいた会員「社員」の皆

さまから拠出いただく会費「社費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」（総称して「社
資」と呼びます。）を活動資金とし、多くの事業を実施しています。

日本赤十字社安芸高田市地区では、本年度も福祉委員の方を通じて社費のご協力をお願いして
おりますので、市民の皆さまの一層のご理解とあたたかいご支援を心からお願い申し上げます。

募集期間：平成27年５月１日～平成28年３月31日 １戸あたり500円をお願いしております。

義援金報告
被災された方々のために義援金を募集したとこ

ろ、多くの皆さまからのご協力をいただき誠にあ
りがとうございました。お預かりいたしました義
援金は、全額、日本赤十字社広島県支部に送金し
ており、被災された方々に届けられています。

義援金名 東日本大震災義援金
受付期間 平成23年3月12日～平成27年3月31日

総　額 19,473,636円 
受付期間が平成28年３月31日まで延期になりました。

社協だより
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